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令和元年度第２回九州森林管理局保護林管理委員会の議事概要 

 

１ 日時 令和元年 10月 24 日 9：00～12：00 

２ 場所 サン・あもり 大研修室（霧島市隼人町） 
３ 議事 

（１） 保護林におけるシカ被害の状況及び被害対策について 

（２） 保護林の保全に係る対応方針ついて 

（３） 令和２年度保護林モニタリング調査箇所（案）について 

（４） その他 

 

 

４  概要及び主な意見等 

（１） 保護林におけるシカ被害の状況及び被害対策について 

① 概要 

   保護林におけるシカ被害の状況及び被害対策について、事務局から現状報告の後、意見交

換を行った。 

② 主な意見等  

· 捕獲の効率を上げるため、捕獲後の放置について検討すること。 

 

（２） 保護林の保全に係る対応方針ついて 

① 概要 

  保護林の保全に係る対応方針について審議した。 

② 主な意見等  

·  シカ被害レベルの高い保護林の優先順位が高い対応方針となっているが、本来の植生が

維持されているフロントライン付近（被害地との境）の保護林の対策も重視すべき。 

·  フロントラインは必ずしも国有林であるとは限らないので、関係機関との連携が必要で

ある。 

·  優先順位は希少種の生息状況だけではなく、生物群集の視点も入れるべき。 
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·  同一の保護林の中でもシカ被害レベルや希少種の生息状況が異なるため、同一の保護林

内でも優先順位をつけて対策を講ずるべき。  

·  シカにより森林に深刻な被害が生じていることについて、国民へ普及・啓発することが

大事である。 

 

（３） 令和２年度保護林モニタリング調査箇所（案）について 

① 概要 

令和２年度に実施する保護林モニタリング調査について、調査箇所選定の考え方及び具体

的な調査箇所を事務局から説明し、了承を得た。 
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